
ガラスパイン

図ー2 エッシャウイス式(サーボモータ部)

4 構造

もので， 半硬化時は 220kg 以上，硬化時には 440kg 以上であ

る。パインドをかけるには，電機子を予熱し，テープ幅 1mm

当り 7kg 以上の張力で均一に巻き重ねる。この張力の 60% 程

度が硬化後の内部張力として残留しており，これが緊締カとし

て遠心力に抗して作用し， 緊締カが遠心力より大であれば，コ

イノレの移動が起こらない。

ガラスパインドの利点をまとめると，次のとおりである。

(1) 樹脂でパイ ン ドが強固な一体物となり ，またパインド下

絶縁物も不要であるから，ゆるみが，きわめて少ない。仮りに

コイル絶縁物が枯れたとしても ， 銅線パインドに比べて弾性係

数が小きいため，緊締力の低下が少ない。

(2) 自体が絶縁物であるから，せん絡や絶縁磁波に際してア

プ ロ ベラ羽根のピッチを変えるための動力源としては一般に -?で切断するこ とがない。激しいア ー クでも部分的に損傷す

油圧式，手動式(機械式)，電気式などが考えられているが，特 るだけで，事故の鉱大がない。

殊な場合を除き一般にはすべて油圧式が採用されている。油圧 (3) 一体物で層をなさず，コイルともよく密着するので，熱

式の場合はピッチを変えるためのサーボモータを設ける位置に 放散が向上し，コイルの温度が下がる。

より次の 3 形式に分類することができる。 (4) 寿命は原理的にコイルと同ーとなり，現在より大幅に延

(1) 船内側の軸系の一部にサー ボモータを設けたもの。例; びるので保守費が低減される。

エッシヤウイス式， リオ ン式， 三菱横浜式 (5) パインドかけ作業が簡単で作業性がす ぐれている。

(2) プロベラポス部にサーボモータを設けたもの。例，カメ 欠点と して， テ ー プの低温保存を必要とし，保存期間も比較

ワ式 的短いことがあげられる。(川添雄司)

(3) 船内側軸系の近辺にサーボモータを別置きとしたもの。 かりいれきん 借入金 借入金は，その償還が当該事業年

例;セッフル式 度内に行なわれるか， 年度を越えて行なわれるかによって短期

したが っ て園内各社の可変ピッチプロ ベラは，こ の 3 形式の 借入金と長期借入金に区分される。短期借入金の借入限度額は，

うちのいずれかを採用し，さらにプロベラポス内部のピッチ変 予算総則において制限されているが，借入れ先については規制j

更の機構，油ポンプの形式， ポンプと制御装置との組合せ方な されていなし、。

どについて，各社それぞれ特長のある可変ピ ッチプ ロ ベラ を製 現状は，国庫余裕金の繰替使用および政府(資金運用部)の短

作している。写真-4 に カメワ式を，図ー1.2 に エッシャウイス 期貸付金によっている。

式の構造を示した。 ー」パウ λ ラスタ。 ・ 長期借入金は，運輸大臣の認可を受ければ市中金融機関から
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の財政投融資計画に基づく財政資金に依存している。なお，現

在までに政府以外からの借入れは，東海道新幹線増設工事資金

ガラスパイ ン ド (英) glass-bind 電動機や発電機の回転 として世銀(国際復興開発銀行)から借入れを行なった例がある

部分(電機子 ・ 回転子)に巻いてあるコイルは， 大きな遠心力を のみである。

受けるので，コイ ルが飛ひ・出さないよう Lバイン ド1 によって 政府からの借入れは，一般会計(運輸省・大蔵省)，大蔵省資

周囲から押えつけるのが普通である。パインドには，従来，硬 金運用部およ び郵政省簡易保険局となっている。

鋼線や非磁性銅線をコイルの上に数十回巻き，止め金(クリッ l 短期借入金 国鉄の事業の運営は，予算に基づいて行な

プ) と，はんだ揚げで形成している。しかし使用中に， パイン われ，収入支出予算は，常に収入と支出が見合うように作成さ

ド下絶縁物の L枯れ1 や娠動のためゆるんだり，過熱のため， れているので，年度を通じての収入と支出は一致するものであ

はんだ飛散や，止め金はずれを起こしたり，せん(閃)絡や絶縁 る。しかし ， 資金収支の商でみると，収入は比較的コ '/;t..!J'/

破壊あるいは過速や機械的損傷のため， 切断して内部を大破さ トに収納されるが，支払は月ごとに波動があり増減する。した

せるな ど，いろいろな問題点が多い。車両用の電動機や発電機， がって，多額の支払が行なわれる時期にほ，一時的に支払資金

中で も主電動機は， 小形，軽量， 高性能の設計がなされてお り ， が不足することになる。このような収入と支払の時期的ずれに

負荷条件 ・使用条件が過飴であるため， パインドは保守の大き よる資金不足をカ パーするために短期借入金の制度がある。

な部分を占めている。 短期借入金は， 年度内に償還することがたてまえとな ってい

ガラスパイン ドは，これらの問題点を解消し，さらに熱放散 るが，当初予測しえなかった収入の減少・借入金および鉄道債

の向上， 作業性の向上， 保守費低減なども期待でき る ものとし 券による部外資金の調達不足等によって資金が不足し，当該事

て，最近急速に実用化されてきた。 業年度内に償還ができない場合は，大蔵大臣との協議に基づく

ガラスパインドは， 半硬化(セミ ・キ ュア)のポリエステル樹 運輸大臣の認可を受けて借換延期するこ とができる。ただし ，

脂またはエポキシ樹脂を含浸したガラステープを，コイルの上 この場合は 1 年以内に償還しなければならないことになって

に数十回~百数十四巻き，そのまま乾燥炉で加熱乾燥して，樹 いる。借入限度額は，国鉄の経営規模に応じて改訂され，その

脂を完全に硬化させて形成する。ガラ月テープは通常のものと 推移は次のとおりである。昭和 24- 27 100 億円，昭和 28

は異なり，ガラス糸を平行に並べて，厚さ約 0.3mm ， 幅 10- 85 館、円， 昭和 29-30 120 億円，昭和 31-33 150 倍、円，昭和

25mm のリボ ン状と し， 半硬化樹脂で柔 らかく 成形 したもの 34-37 170 億円，昭和 38 300 tìit円，昭和 39 500 億円，昭

で，織られてはいない。特に引張り強さが大き く， 25mm 帽の 和 40 700 億円。
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